
阿蘇海流域ビジョンの概要 

 
 内海を眺めると～ 
   ●キラキラ光る青い海 松の緑も鮮やかに 美しく映える天橋立が浮かび 
   ●いつもさわやかな風に包まれ 磯の香る海は穏やかに 足下まで透き通るほど美しく 
   ●山～川～海へ 森に守られ自然と調和がとれた海は 魚や貝など生命育まれ躍動する 
 
 野田川などの上流を眺めると～ 
   ●手入れされた里山は恵み豊かな清流を育み 美しい川面は四季折々の色を写しだす 
     ～春には桜咲き誇り からし菜やわさび 山菜が芽吹き 
     ～夏には木々が青々と輝き アユが飛び跳ね飛び交うホタルは光を灯し 
     ～秋には紅葉の彩り鮮やかに サケが遡上し里山の生命を育む木々は実りも多く 
     ～冬には美しく雪化粧 飛来する渡り鳥と生命息吹く春の訪れを待つ 
 
 暮らしを眺めれば～ 
   ●ゴミのない美しい風景に人々は集まり 豊穣な自然は人々の生活に潤いを与え 
   ●水遊びに興じる親子の歓声が響き 子ども達は「森は海の恋人」と大人達に教え  
   ●誰もが自慢に思う 生命の恩恵と笑顔溢れるふるさとの海を守り 次の世代へ継承する 

阿蘇海流域の将来イメージ 

目差すべき環境 

内 海：外海と同じくらい 
    きれいで豊穣な海 
 
上 流：豊かな自然の維持と 
    人の営みの共生 
 
暮らし：２０２０年までに 
    不法投棄ゴミゼロ 
 
  ※目標年：２０３０年 
 （中間目標：２０２０年） 

２.生態系の保全 

１.意識の共有 

３.阿蘇海流域の活用 

３つの基本方針 

海岸漂着物対策の推進 

フェア・キャンペーン等啓発推進 

条例等の制定 

意識醸成 

生活・農業排水対策の推進 

専門的対策 

法令整備 

流入負荷の削減 

悪臭・景観対策 

阿蘇海流域の    
「宝」の活用 

森林保全・里山整備の推進 

海水交換等調査及び促進 

専門家研究会の開催 

美しい川づくりの推進 

水産資源の商業利用 

野田川のさけを見守る活動の推進 

環境体験学習の推進 

みんなの力で取り戻そう！未来へそそぐ阿蘇の海 

スローガン 

＜取組の体系＞ 

※阿蘇海流域の将来イメージ 

将来イメージの実現に向けて 


